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******************************************************************************** 

メルマガ 

しっかり！ 

 

******************************************************************************** 

 

 

【SHOP事業 「新しい公共の場づくりのためのモデル事業」について】 
(藤田 佐和子) 

 ７月 31日（火）、第 3回ドリーム会議 in 仙台を開催しました。今回から、モデル事業に

取り組む３仮設から２名ずつ参加しての会議でしたので、どのような展開になるのか、ちょ

っとハラハラドキドキでした。というのは、３仮設の状況を説明するにあたり、現状や目的、

課題、予算等を一覧にしましたので、簡便に数字だけを見て比較され、不満や批判等が出る

と困ると思ったからです。しかし、杞憂に終わりホッとしています。それは、各仮設の代表

者が“思い”を語る中で、震災当時の大変さを想い出し、境遇は違っていても立ち位置は同

じという共通認識を持つことができたからではないでしょうか。 

 8月 9日（木）には、いよいよ牧野史子さん（市民協理事）に来仙していただき、３仮設

合同ワークショップ「これから何をする？何をしたい？どんな活動が必要？」を開催します。 

 

■7 月のモデル事業報告 

≪おにぎり会：宮城野区扇町１丁目公園仮設（131 戸）≫ 

・活動計画は、月１回のカフェと、月 1回の 

カフェ＋食事（おにぎり持参） 

 自治会組織のない所ですが、おにぎり会が 

中心となって「居場所」づくりを始めました。 

カフェセット一式を買って、初めてのカフェ 

です。ちょっと緊張しているかな？ 

 

 

NPO法人市民福祉団体全国協議会・復興支援事務所 

NO.7（2012年 8月 1日発信） 

 
★被災地関連情報★   引き続き募集中です! 

問い合わせは連絡先へ直接行ってください。 

 

【山元町仮設の女性グループ支援】 中古ミシン提供募集！ 

         連絡先[ささえ愛山元・中村怜子 080-3031-5722] 

歩もう つながろう 

支えよう 広げよう 

学ぼう 増やそう 
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≪ニッぺ de カフェテラス：若林ニッぺグラウンド（197 戸）≫ 

・活動計画は、月 2回のカフェ＋食事（約 70人分） 

 さすがにカレーライス 70人分を作ると、元気 

じるしの４人組もちょっと疲れたようです。協力 

してくれる人もいるので、慣れてくれば大丈夫で 

すが、炊き出しではないのです…。それが、目下 

の課題です。 

 

≪若松会：若林区のみなし仮設（約 25 戸）≫ 

・活動計画は、子ども達や高齢者の「居場所」づくり 

 色々やりたいことがあっても、しばらくはこ 

の一軒家（居場所）で一休みしたいというのが 

本音のようです。まずは、ゆっくりくつろぎ、 

心身を癒してから、再スタートを切りましょう。 

 

≪あおぞらコミュニティ：グリーンタウンやもと（東松島市、約 300 戸） 

・活動計画は、お茶飲みサロン活動から～ 

 7月 27 日夜、近藤さんと訪問（スタッフの宍戸さんは現地集合）。自治会長、役員２人と

語り合いました。組織を立ち上げても、理念があっても、それを遂行してくれる人がいない

と上手く機能していかない（役員は働いている人が多いので帰宅してからの自治会業務をこ

なすのは無理）と、人を雇用してのコミュニティづくりが始まります。課題は、雇用スタッ

フの人材育成と住民意識を高めることでしょうか。夏祭りや清掃活動に参加する人が増えて

きたようですので、サロン活動が順調に運営されるように、これから働きかけていきます。 

 

「出逢い」 

残念ながら男女の出逢いではありませんが、全く知らない人同士が、からまっていた糸を

たぐりよせていくと実はつながっていたという感動話をご披露したいと思います。 

このメルマガでもご紹介したことがありますが、パラソル喫茶活動を通じてご縁のあった

石巻と東松島のひびき仮設に手芸のプロの講師（森竹、中澤先生）を紹介したところ、手仕

事の好きなグループがバックや小物づくりを始めました…。  

数ヵ月後、石巻で指導してくださっている森竹先生がご自分の作品を展示発表する際に、

被災者支援コーナーという販売スペースを提供してくださることになり、両仮設グループは

当番制で売り子に立ちました。私は最終日の三日目に様子を見に行ったのですが、そのとき

にこの素晴らしい「出逢い」があったことを聞きました。会場に着くのがもう少し早ければ、

感動の場面に立ち会えたのに…と残念です。 
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出逢いの 2 人とは、森竹先生の講師仲間である小野寺先生（仙台在住）と東松島ひびきの

Ｈさん。小野寺先生は、東日本大震災で叔母さんを東松島の特養で亡くされ、その時の状況

を知りたくて、現地に足を運んだりしましたが、思うような情報が手に入らず落胆していま

した…。でも何か自分に出来ることがあるはずと、駆り立てられるような思いで、仙台市内

の仮設で手仕事グループを指導するボランティアを始め、その縁で東松島の別の手仕事グル

ープと知り合いになり、布地を送ったりする活動も続けておられました。 

そのような中、森竹先生に誘われて訪れた最終日の会場で、作品を買いながら話をしてい

くうちに、Ｈさんが東松島の特養の栄養士として働いていて、叔母さんのこともよく知って

いたということが分かったのです。余りにも偶然の出逢いというか、何かに導かれるような

出逢いに、小野寺さんが感激したことは言うまでもありません。その特養では、スタッフや

入居者を含めて数十人がお亡くなりになったようで、地震のとき、Ｈさんは非番だったにも

かかわらず、海のすぐ側にある特養に駆けつけ、津波に遭いながらも九死に一生をえて生還

した１人だったのです…。 

 思いがけず叔母さんの最期を知る人と出逢った小野寺さんは、その後、Ｈさんからの手紙

を受け取り、震災後、憑かれるように活動した自分の行動は、このＨさんからの手紙にたど

り着くまでの長い道のりだったように思えて仕方がありませんと語っていました…。 

 

 

【フードバンク】      （宍戸 昭広） 

『フードバンク…？』７５％の方が解らない調査結果らしく、宣伝も兼ねて、先日市民協仙

台事務所が登録した、この組織について書いてみます。 

フードバンクとは農林水産省が食品ロスを無くす為に推進しており、全国に 20 団体が活

動されています。支援企業が食品をフードバンクに提供し、登録した団体が受取るシステム。

主に賞味期限が近い・包装の破れなど、商品に出来ない物を有効活用しています。主な受取

り先は生活困窮者向けの炊出し団体や福祉団体です。今回、市民協仙台事務所では支援先仮

設やパラソル喫茶で活用させて頂きます。フードバンク担当者は今後、生活困窮者、自立要

支援者などにこの存在を広めて行きたいと仰ってました。読んで頂いた皆様の周りに困って

いる方が居ましたら、ぜひお伝え下さい。 

 

  

森竹先生（左）と石巻グループ 中澤先生（左から２番目）とひびきグループ 
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【瓦礫の現状】      （古賀 久恵） 

7月は、宮城と岩手の被災地をあっちこっち訪問しました。街の瓦礫は、モミュメントとし

て残す計画のあるもの以外はほぼ撤去され、片付いていましたが、その分、瓦礫集積所には

瓦礫の山がいくつもできていました。その中でピカピカの黄色いクレーン車が黙々と瓦礫を

素材別に仕分けをしていたのが印象に残りました。どのクレーンも新しくなぜか黄色。目に

入ったのがたまたま黄色だけだったのかもしれませんけど・・・・・・。黙々と仕分けてい

るクレーンを見ていたら映画ウォーリー（WALL-E）の主人公ゴミ処理ロボットのウォリー

の姿とダブリしました。ウォーリーは人間たちが地球を去ってからずっとただ黙々とゴミを

圧縮して整理整頓しているロボットです。被災地にある瓦礫、仕分けしていくのは気の遠く

なる量です。 

 

【大震災、障害者の死亡率２・５倍 宮城沿岸部、犠牲１千人超】 

（古賀 久恵） 

***共同通信ニュースより*** 

 宮城県の沿岸１３自治体で障害者手帳所持者の３・５％にあたる１０２７人が東日本大震

災で亡くなり、死亡率が住民全体の２・５倍に上ったことが障害者支援団体「日本障害フォ

ーラム宮城」の調べで３０日、分かった。 

 大半が津波による溺死とみられる。死亡率が１５％以上の自治体もあり、沿岸部に住む多

くの障害者が津波から逃げ遅れた可能性がある。 

 福島県沿岸１０自治体で１００人を超す障害者が死亡。フォーラム宮城は「震災被害を検

証し、障害者ら要援護者の避難態勢を見直す必要がある」としている。 

 

【福島通信】       （安部 白道） 

まごころサービス福島センター（須田弘子理事長）に、被災者のための常設型居場所「うら

らか広場」オープン！！ 

7 月 15 日、100 名を超す参加者を集めてなごやかかつ盛大に開催。『うららか広場』は、

株式会社ネピアと日本フィランソロフィ協会の協力で、それまで老朽化の目立っていた同法

人のホールを改装したもの。同社からは常務の徳永日出男氏や近々開設予定の福島工場長も

出席。地元自治会長や同法人理事の金子恵美参議院議員もお祝いを述べた。ネピア社が、須

田さんの被災者の居場所活動を評価してこのたびの支援となったものだが、同社の CSR 活

動の一環として、これからも会社ぐるみでの支援を続けることを名言している。 

（「ネピア」または『うららか広場』で検索してみてください） 

須田さんらは、昨年来同法人に近い浪江町仮設で毎週カフェを支援してきたこともあり、祝

賀会の二部は、福島市内と周辺にある８つの同町仮設の皆さんを招待しての交流会となった。

浪江町仮設住宅自治会の叶喜康氏らは、仮設をこえた集会施設の完成に大きな期待を寄せて

いると挨拶した。また、福島市内に仮設を持つ、飯舘村からも職員が見学に訪れた。今後『う
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ららか広場』の運営が整い次第、ここが浪江町だけでなく福島市内の仮設住宅（12 カ所）

の交流センターとしての活用が期待される。 

                          

【7月パラソル喫茶実施報告】 

 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

福島・佐原 すみちゃんの家
さくら会
JR南小泉

8 9 10 11 12 13 14

すずめの宿・七郷中央公
園仮設＆2号公園仮設

福島・しのぶ台
NALC・仙台港背後地6
号公園　中野仮設

NALC・荒井小用地仮設
ささえ愛山元・町民ｸﾞﾗﾝ
ﾄﾞ

ショップ事業・ニッペdeカ
フェテラス

ぱすとらる・扇町4丁目
仮設 バスツァー

15 16 17 18 19 20 21

福島・佐原 すみちゃんの家
さくら会
卸町5丁目

バスツァー

22 23 24 25 26 27 28
ショップ事業・おにぎり会
＆仙台傾聴の会　扇町1
丁目公園

福島・しのぶ台
NALC・福田町南＆岡田
西町

NALC・七ヶ浜第一スポー
ツ広場仮設

仙台事務所＆男の台所
扇町１丁目公園

ささえ愛山元・ナガワ

ショップ事業・ニッペdeカ
フェテラス

ぱすとらる
七郷中央公園仮設

29 30 31


